なぜ行くのか？
このレッスンでの私の課題は、なぜ私たちが宣教活動に携わっているのかを、皆さんに思い起こしていただくことです。だから、この説教の題は「なぜ行くのか？」です。なぜ宣教活動をするのでしょうか。なぜ地域への働きかけや個人伝道をするのでしょうか。なぜお金を使うのでしょうか。なぜ時間と労力を費やすのでしょうか。理由はたくさんありますが、私はそれを三つの理由にまとめました。では、すぐに始めましょう。
#1. それは命令です
¹⁸ イエスは弟子たちに言われました。「わたしには天と地のすべての権威が与えられています。 ¹⁹ だから、出て行って、すべての人々をわたしの弟子とし、彼らに、父と子と聖霊との名によってバプテスマ（洗礼）を授けなさい。
- マタイの福音書 28:18-19
イエスがパターン神学の三つの要素を、二つの率直な節にどのように巧みに組み合わせているか、その優雅な簡潔さに注目してください。
簡潔に説明すると、パターン神学とは、聖書の文脈における意味を一貫した方法で正確に判断するために用いる手段です。言い換えれば、毎回一貫して結論に到達できるよう、聖書を解釈する方法を常にまったく同じにします。聖書に書かれていることが命令なのか、聖書的概念の実例なのか、それとも論理的な結論へと導く推論なのかを観察することによって、これを行います。
ですから、（文脈上）イエスの弟子を作ることを扱っているこの二つの行には、三つすべてが含まれています。
A - 命令――これを行いなさい！
· 行って弟子を作ること―目的
· 父と子と聖霊の名において彼らにバプテスマを授けること―手段
B - 一例
福音書全体を通して、弟子を作る過程の例が示されています。最初はバプテスマのヨハネ、それからイエスとその使徒の働きたちが、悔い改めた信者たちにバプテスマを授けました。
C - 必然的推論
これは、本文にあるすべての情報が、ただ一つの論理的な結論を指し示している場合です。ここで、繰り返されている例（弟子となるために人々がバプテスマを受けていること）と、「行って、父と子と聖霊の名において彼らにバプテスマを授けながら、弟子を作りなさい」という直接的な命令を合わせると、バプテスマが弟子となることにつながるという、必要な推論、すなわち論理的な結論に至ります。私たちが持っている例から、これ以外の結論は論理的ではなく、導き出されるものでもありません。
では、なぜ行くのでしょうか？ 第一の理由は、イエスが私たちに、互いに愛し合い、敵を赦し、恵まれない人々に憐れみを示し、性的に純潔であるよう命じておられるのと同じように、弟子を作るよう命じておられるからです。
#2. 人々は本当に失われている……本当に！
すべてを捨てて出て行き、福音を宣べ伝えなければならないと悟った時のことを覚えています。クリスチャンになってまだそれほど長くなく、私はモントリオールの騒がしい地下鉄の車内にいました。前に座っていた二人の女の子は、騒音に負けないように話していたので、私は彼女たちの会話をかなりはっきり聞くことができました。彼女たちは、どのナイトクラブに行くか、ボーイフレンドのこと、音楽などについて話していました。一人の女の子は、付き合って一か月になるボーイフレンドがいつ彼女と一緒に住み始めるのかについて話していました......そして話は延々と続きました。
その瞬間、私は気づきました――この少女は迷っている。人生が本当は何についてのものなのか、まったく分かっていない。そしてこの時、私は説教者になることについて真剣に考え始めました。彼女は真理からあまりにも遠く、何を知らないのかさえ分かっていませんでした――まったく無知だったのです。マルコ10章に登場する、イエスを捜し求め、自分はイエスを知っていると思っていた、しかし実際には知っていなかった、あの富める若い役人とは違います。彼も非常に近いところまで来ていましたが、まったく分かっていませんでした。
しかし、地下鉄にいた少女も、若くて裕福な男性も、同じように道に迷っていました。外の世界が道に迷っていることは言うまでもありません。キリスト教国とされるここアメリカにいる私たちも、道に迷っていますが、そのことにさえ気づいていません。
キリスト教国とされる国が失われた状態にある10のしるし。
1. アメリカ合衆国は、経済、軍事、科学の面で中国（無神論国家）に遅れを取っている。
1. 持っていない何兆ドルもの金を使い、破産しつつある。
1. アメリカはCOVIDパンデミックに侵されている。
1. 多くの場合、私たちの子どもたちは、神を認めない社会主義的な教育制度によって教化されている。
1. メディアはLGBTQ+のライフスタイルを正常なものとして認め、推進している。最近の調査では、15歳から25歳までの若者の16％がトランスジェンダーであると自認していることが分かった。
1. 大学卒業生の60％は女性であり、それは良いことだが、その結果、アイデンティティーや社会における目的に関して途方に暮れている男性の世代が生み出されている。
1. 私たちは、人格、誠実さ、知性よりも、名声、美しさ、富を重んじる社会を持っている。
1. アメリカ合衆国では、国民が政治的スペクトルの極右および極左にいる破壊的で急進的な集団の思想を受け入れる中で、その唯一の目的が分裂と無政府状態であるため、私たちの歴史とアメリカ人としてのアイデンティティーを消し去る過程にある。
1. 将来、悪徳な組織によるAI（人工知能）の急速な発展のために、私たちは生き残る権利をめぐって機械と競争しなければならなくなる。
1. アメリカの宗教に関する調査で最も急速に増加している傾向は、宗教的な好みを尋ねられたときに「なし」と答える人々の割合の増加である。「ノンズ」は「クリスチャン」よりも速く増加している。
したがって、これらはすべて観察と逸話に基づくものですが、傾向と性質を明らかにしています――私たちの国は、国の標語である「In God we Trust（我々は神を信頼する）」と一致しない下降傾向にあります。
私たちは急速に非キリスト教国家になりつつあります。私たちの救いは、政党でも経済理論でもなく、救い主です。そして、その救い主はドナルド・トランプや他の政治家などではなく、救いの創始者、イエス・キリストです。
私は国家的危機を10件挙げましたが、道徳的な失敗、不誠実、不従順、さらには高慢、貪欲、情欲、そして魂を地獄へ送るすべての罪のような、個人の失敗に焦点を当てることもできました。確かに国家は困難な状況にあります。しかし、国家の救いは一人の市民から始まります。なぜ行くのでしょうか。それは、個人を罪から癒やし、危機の時に助けを求めて神に立ち返る民へと社会を変える、「meta」の解決策を私たちが持っているからです。私たちはどのように社会を立て直すのでしょうか。革命ではなく、リバイバルです。国家としても個人としても、私たちを救うことができるのはキリストだけです。
#3. あまりにも多くの福音が宣べ伝えられている
世界最大の教会の講壇から実際に語られていることを聞いたことがありますか。テレビ、ラジオ、オンラインで何百万人もの人々に語られている福音のメッセージを聞いたことがありますか。すべての違いを説明する時間はありませんが、最大の二つのグループと、彼らが福音として宣べ伝えていることを要約することはできます。
ローマ・カトリック教徒
ローマ・カトリック教徒は、もちろん自分たちをクリスチャンであると認識しています。彼らは、人は原罪と呼ばれる受け継いだ罪を持って生まれ、その罪は、両親または代父母の信仰に基づいて取り除かれると教えています。代父母は、教区司祭によって自分たちの赤ん坊に洗礼（滴礼）を受けさせます。その後、子どもが10～12歳になると、堅信と呼ばれる儀式を受けます。この儀式では、今度は司教である別のカトリック聖職者が、その若者の額または頬に触れ（按手）、その若者が聖霊を受けられるようにします。
告解に出席し、少なくとも年に一度、復活祭にミサと聖体拝領にあずかることによって、教会員名簿における自分の立場を維持します。私の父は母のための賭け屋で、クリスマスと復活祭にはミサに行きました！
もちろん、カトリック教徒は多くの慈善の善行を行っています。彼らは孤児院や病院を運営しています。また、生命尊重運動の指導者でもありました。しかし、彼らの説教と、福音そのものを実践することは、完全に聖書的ではありません。そのため、もし使徒の働きペテロとパウロが今日生きていたなら、それを福音だとさえ認識しないでしょう。
一般的なプロテスタント主義
これには、主流派の教派だけでなく、福音派、バプテスト派、カリスマ派も含まれます。これらのグループの間には、組織や実践において多くの違いがありますが、福音に関しては似たメッセージを説いています。基本的に、彼らは、あなたは信仰のみによって救われると言っています。また、聖霊があなたにイエスを信じることを可能にしてくださらなければ、救われることはできないと信じ、教えています。
これが、彼らの説教の仕方が、人々に知的な同意を通してイエスを受け入れさせる、あるいはイエスを受けるようにする理由です。言い換えれば、私はイエス（十字架上で）と聖霊（私の心の中で）が私のために成し遂げてくださったことを受け入れます。この同意を、彼らは「信仰のみ」と呼びますが、これは、あなたは選ぶのではなく、ただ受け取るだけだという意味の隠語です。
キリストの教会
カトリックの福音とプロテスタントの福音は、一つの重要な点で似ています。それは、どちらも救いの過程における自由意志を、多かれ少なかれ排除しているということです。カトリックは、子どもがまだ自分の意志を行使できない出生時に救いの過程を位置づけることによって、自由意志を完全に排除します。そのため、教会を成長させることは容易です。なぜなら、それが伝道ではなく出生率に基づいているからです。
プロテスタントやその他の人々は自由意志を軽視し、変化をもたらす要因は聖霊によって与えられると教えます。言い換えれば、聖霊があなたを信仰へと導くのです。なぜなら、聖霊なしには、あなた自身でイエスを選ぶことができないからです。このため、洗礼は、考慮されるとしても、二次的な役割を果たします。なぜなら、洗礼は人間の意志の象徴であり、彼らの体系においては、人間の意志には力も発言権もないからです。
ジャック・ヒブスは素晴らしい説教者です。私はラジオで彼の話を聞いていました。彼はあれこれについて説教し、「神に従わなければならない。神に従うことは重要だ」と語っていました。私は「そのとおりです、アーメン、兄弟よ、そのまま説教し続けてください」と思っていました。すると彼は、「使徒の働き2章38節にあるとおり」と言いました。私は、彼が使徒の働き2章38節を引用するつもりだ、福音派の説教者が使徒の働き2章38節を引用するのを聞いたことが一度もない、と思いました。そして彼は、「使徒の働き2章38節にあるとおり、『悔い改めて信仰を持てば、あなたは救われます』」と言いました。えっ？ 何ですって？ 使徒の働き2章38節は実際にはこう述べています：
ペテロは答えました。「一人一人、罪の生活から悔い改めて神に立ち返りなさい。そして、罪を赦していただくために、イエス・キリストの名によってバプテスマ（洗礼）を受けなさい。そうすれば、聖霊という賜物をいただけます。
- 使徒の働き 2:38
彼はまた、イザヤ書とハバクク書をそらで引用していますが、使徒の働き言行録2章38節を誤って引用しました。なぜなら、それが彼の福音派的な考え方に合わなかったからです。
ここで、キリストの教会と、私たちがどのように異なっているかということに話を移します。私たちが楽器を用いないことや、教会において男性による霊的指導を実践していることだけではありません――これらは確かに異なる点ですが、決定的な違いではありません。私たちと彼らとの間にある重要な違い、あるいは私たちの優位性は、私たちが福音を宣べ伝える際に、人間の自由意志が救いの過程において決定的な役割を果たすということです。なぜなら、聖書がそのように教えていると私たちは信じているからです！
そうです。イエスはすべての人の罪の道徳的負債を支払うために死なれました。また、聖霊は人を福音と直接向き合わせるために働かれます。しかし、最終的には、一人ひとりが信じ、その信仰を従順によって表すかどうかを選ばなければなりません。
なぜでしょうか。それは、神が人を御自身のかたちに造られ、神のかたちの一つの特徴が絶対的な自由意志だからです。神の絶対的な自由意志によって、神は人類を同じ絶対的な自由意志を持つものとして創造されました。これは、神が、望むなら神を拒む力を持つ存在を創造されたことを意味します（絶対的な自由意志）。
なぜ神は人間に絶対的な自由意志をお与えになったのでしょうか。それは、神を真に愛することができ、また実際に愛する存在を生み出す唯一の方法だったからです。自由意志がなければ、神を愛したり、神を礼拝したりすることは不可能だからです。一方、神の絶対的な自由意志によって、神は、神を信じることを選ぶ人々を永遠のいのちで祝福し、神を拒む人々を退けることもおできになります。お分かりのように、自由意志は両方向に働くのです。
ここを、他の人々は皆間違っていて私たちが正しいと考えたまま去ることのないように、キリストの教会に属する私たちが福音を宣べ伝える際に犯している重大な誤りを指摘したいと思います。
簡単に言えば、私たちは福音への応答を、福音そのものとして説いています。これがどういう意味か説明しましょう。キリストの教会の人に、救いの計画とは何かと尋ねると、返ってくる答えは、救いの五段階の計画です――福音を聞き、福音を信じ、告白し、悔い改め、バプテスマを受けることです。私はこの「救いの計画」が看板やトラクトに載っているのを見てきました。また、数え切れないほどの説教や伝道セミナーで、この五つの段階が神が人を救うための計画として推奨されるのを聞いてきました。私たちがしばしば律法主義だと非難されるのも無理はありません。
これは救いの計画ではなく、神の救いの計画に対する人間の応答です。これらは信仰の表明です。
救いの計画とは、父なる神が御子なる神を遣わし、人間の罪に対する道徳的な代価を支払うために、御子のいのちをささげ、また提供することです。人間を救う計画は、身代わりの贖いと呼ばれました。
⁷ 神の愛は、そのひとり子の血を流し、私たちの罪を帳消しにしてくださるほど大きいのです。この愛によって私たちは救われました。 ⁸ 神は私たちに豊かな恵みをあふれるほど注ぎ、私たちをよく理解し、何が最善であるかを考えた上、
- エペソ人への手紙 1:7-8a
私たちを救ってくださる神の自由意志があります。
⁶ 私たちが逃れる道もなく、行き詰まっていた時、キリストはおいでになり、何のとりえもない、私たち罪人のために死んでくださいました。 ⁷ たとえ私たちが良い人間であったとしても、だれかが自分のために死んでくれるなどとは考えてもみなかったでしょう。 ⁸ しかし、私たちがまだ罪人であった時、神はキリストを遣わしてくださいました。そのキリストが私たちのために死なれたことにより、神は私たちに大きな愛を示してくださったのです。
- ローマ人への手紙 5:6-8
兄弟姉妹、これが救いの計画です。これが福音であり、これが良い知らせです！さて、この良い知らせを真実として信じたなら、私たちの信仰の応答は、罪を悔い改め、キリストを告白し、バプテスマを受けることです（使徒の働き 2:38）。
つまり、イエスを告白することや、悔い改めること、またバプテスマを受けることの中には、良い知らせはありません。あなたは、私がこれをしなければならないと納得させることはできるでしょうが、ここには喜ばしい知らせはありません。これらは行うべき事柄です！これは最も純粋な形の律法主義です（これを行えば、あれを得る）。
私たちがしなければならない変化は、福音を宣べ伝える必要があるということです。イエスはあなたの罪のために死なれたので、あなたは自分の霊について、罪に定められることや死に苦しむ必要がありません。ハレルヤ！これは私個人にとって良い知らせです。なぜなら、私は罪人だからです――では、今、私は何をすればよいのでしょうか。
· イエスを信じる
· イエスと使徒の働きたちが教えたことに従って、その信仰と信頼を表明する。告白し、悔い改め、バプテスマを受ける。
まず、私たちが福音のメッセージを宣べ伝えていることを確認しましょう。福音は救いに至る神の力だからです。
第二に、悔い改めとバプテスマは、バプテスマのヨハネに始まり、イエスとその使徒の働きたちを通して、今日この日まで、そしてイエスが再び来られる世の終わりに至るまで、従順な信仰の聖書的に正しい応答であったため、信仰の応答について説明しましょう。
使徒の働きにおける、信者がバプテスマを受けた10の例は、バプテスマが救いにとって重要ではないといういかなる主張をも退けます。
要約 / 招き
では、手短に、なぜ行くのでしょうか。なぜ地域での伝道を組織するのでしょうか。なぜ宣教師を派遣するのでしょうか。なぜ他の人々を派遣するためにお金を使うのでしょうか。なぜ、宣教の働きは重要であり、時間を費やす価値があると、定期的に皆に思い起こさせるのでしょうか。
なぜ行くのか、その答えは三つの主な理由です：
1. 神はそれを強く命じておられます。新約聖書を読んで、福音を宣べ伝えることが重要であると気づかないのは難しいことです。
1. 世界は失われており、私たちはそのために苦しみます。貧しい人々や病人、声を上げることのできない人々を助けるのは良いことですが、物事全体の見地からすれば、一つの魂を救うことのほうが重要です。富んでいる者も貧しい者も、この地上で持つ時間は同じであり、どちらも死にます。しかし、彼らの魂は永遠であり、宣教の働きは、この永遠の生または死という結果に関わっています（ローマ人への手紙 3:23）。
1. 聖書には答えがありますが、世界はほとんどの場合、それさえも腐敗させてしまいました。もし私たちが真理を正しく見分けていると確信しているのなら、それを広く宣べ伝えないなら、それは罪です。
「なぜ行くのか」という問いに答えたなら、私たちはクリスチャンとして一人ひとり、また教会として全体で、「誰が行くのか」という問いに答えなければなりません。私はすべての会衆に、「ここに私がおります。主よ、私を遣わしてください」と言う人々を探し求めるよう勧めます。あなたはその一人ですか。主はあなたに答えを与えるよう促しておられますか。あなたは「でも、私はまだ若い者にすぎません。私に何ができるでしょうか」と自分に言っていませんか。主は、若い者にも年老いた者にも、御心を行うよう召しておられます。
あなたは、イエス・キリストへの信仰を表明し、罪を悔い改め、水に浸されることを選ぶことによって、福音に従い、自分の自由意志を行使することを決心しましたか。どうか、これ以上遅らせずにそうしてください。
